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　　　　　　　　　　　　　　　平成24年度工学部第一部機械工学科推薦入試問題1　　　　　　　　　　　　　　　　　　物理　正解・解答例1力学的エネルギー保存則より、以下の等式が成立する。1m“・−mg力2　　　〃2．・Dhニー　　　29H（1）物体は斜面から、大きさmg　COSθの垂直抗力を受ける。したがって。斜面を登るさいの摩擦力の大きさはμ’mg　COSθとなる。（2）　　　　　　　・最高点に達するまで、物体は斜面上を距離九ワsinθだけ進むのだから、摩擦力が行う仕事は一μ’mg　cosθ九’／sinθとなる。そのため、最高点に達するまで、力学的エネルギーはμ’mg　cosθh’／sinθだけ減少する。したがって、以下の等式が成立する。；m〆覗gκ一μ漂　　　　　　1／2．・D九’＝　　　29⊂1＋t£θ）皿（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　、運動量保存則より、以下の等式が成立する。m〃＝（m＋M）y　　　　m〃．’Dv＝　　　m＋M（2）力学的エネルギー保存則より、以下の等式炉成立する。；m〆一；（m＋M）ピ＋mgHこれに得られたγを代入すればH＝瘉黶im＋M　m）腸セー（m；M）（論塙m三M問題2クーロンの法則より、x軸上の電荷がもたらす力は、・鞭の向き、大きさ哩　　　　　　　　　　　　αγ軸上の電荷がもたらす力は、ア軸負の向き、大きさ曜　　　　　　　　　　　　α’となる。これを合成したクーロンカの大きさは砲票となる。

